
令和６年度相模原市子どもの遊び場事業業務委託
企画提案書
　令和６年相模原市子どもの遊び場事業業務委託企画提案書については、以下の注意事項を参考に作成すること。
	企画提案書の構成

	◎１　活動実績
◎２　基本理念
◎３　運営計画
◎４　運営内容
◎５　危機管理

	企画提案書記入にあたっての注意事項

	· 提案書作成にあたっては、プロポーザル実施要領、仕様書及び仕様書別紙を熟読の上、作成すること。なお、本様式は、仕様書に基づき提案いただきたい要素を記載したものであり、必ずしもこの企画書様式により作成する必要はないが、項目及び順序は記載のとおりとする。
· 実施要領に定める評価項目について、漏れなく記載すること。
· 枠は参考に示しているものであり、大きさや文字数を制限するものではない。
· 必要に応じて、目次、索引を作成すること。
· 専門用語を使用する場合は、脚注をつけること。
· 表紙、目次を除く全てのページ（白紙部分を含める）の下部中央にページ数を記入すること。
· 本市の提示した「仕様書」や関係書類の全面コピーや「仕様書のとおり」などの表現に終始しないこと。
· 表紙には、「様式４」を用いること。
· 提出９部のうち、１部のみ表紙の下部空白部分に社名（商号又は名称）、代表者名、見積書と同様の印鑑、提案者の担当部門及び責任者を明記すること。



◎１　活動実績
　　　　提案者における類似業務（移動式の子どもの遊び場事業及びそれに準じる事業）の業務実績（依頼元、実施場所、事業内容、事業期間、金額、規模等）について、記載すること。

◎２　基本理念
　　　　提案者における子どもの遊び場や遊具等に対する考え方や、それを通じて子どもたちが得られるものについての考え方等について、記載すること。

◎３　運営計画
　　　 提案者が子どもの遊び場事業（以下、「本業務」という）を実施する際、仕様書に掲げる本市の目的を達成するための取り組みや運営方針、年間の運営計画等について、具体的に記載すること。

◎４　運営内容
　　    本業務を実施するにあたり、具体的な運営方法や運営スタッフの配置人数、
展開する遊具についての紹介・説明等について、記載すること。

◎５　危機管理
　　　本業務を安全に運営するために提案者が考える、事故発生時の対応、遊具の安全性
や取扱い方法、運営の留意点等について、記載すること。


様式4























【運営方法】











【配置人数】








【展開する遊具】


※各回において３種類以上用意。


※下記（１）（２）の事項については必須で用意。


※それぞれの遊具について、子どもの成長過程における利点（遊びを通じてどのようなものが得られるか）についても記載すること。





（１）親子が一緒になって遊べる遊具








（２）生後６ヵ月の子から遊べる遊具








（３）子どもたちが体を動かして遊べる遊具








（４）子どもたちの創造力を育む遊具








（５）子どもたちが日常ではあまり体験できない遊具








（６）その他、受注者が提案する遊具















